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2015年度 神戸YWCA標語聖句　何事も愛をもって行いなさい（コリントの信徒への手紙16章 14節）

　神戸 YWCAが公益財団法人に移行したのは３年前。以
前と比べて社会貢献する団体として、公共性・公益性が見
えるようになったであろうか、また「女性の視点」や「キ
リスト教基盤」に立つという理念のもとにある事業とはど
のような内容がふさわしいのだろうかと私どもは問うて
きた。昨年度から理事会は、神戸YWCAの将来を見据え
ながら幾度も協議を重ねた結果、小規模保育事業に取り組
むこととなった。神戸市において私どもの計画申請が受理
されたのは、今夏 8月末のことである。
　さて、この小規模保育事業だが、本年 4月から始まっ
た子ども子育て支援新制度の仕組みの一つとして位置づ
けたものである。いわゆる施設型の幼稚園や保育所と違っ
て、小さな規模で地域密着型、０～２歳児を温かい家庭的
な雰囲気のもとに保育する。
　顧みれば、1987年上筒井通に新会館が建設されたとき、
日本語教育の専門学校と、「ライフ＆ピースセンター」と
称する、命と生活が守られる生涯学習と活動の場が生ま
れた。ここで、女性の視点を生かした、託児プログラム、
3歳児保育、外国人のためのプレスクールなどの子育て支
援事業を行ってきた経緯がある。それらは、震災後も地域
福祉活動として、幼児のためのプログラムや、産後ヘルプ
サービス、一時預かり保育などとして引き継がれ、好評で
ある。
　現在、私どものさまざまな地域活動から周囲を見ると、
若い女性たちの意識や環境が社会構造の変化に適応できず、
生きづらい現実に直面している姿があることに気付かされ
る。仕事、自己の成長のための趣味や学習、家事や育児な

どの家庭生活、それらの調和（ワーク・ライフ・バランス）
を期待しても実現できないからだ。この小規模保育事業は
それ自体が子育てをする若い女性の支援になると考える。
また、神戸YWCAの他の多様な活動や事業と連携して、課
題を抱えつつ子育てしている親たちと共に解決の道を探っ
ていくことができることはYWCAならではの働きとなるだ
ろう。この事業によって神戸YWCAを拠り所として若い人
たちがエンパワーされることをも願っている。
　事業開始に際して神戸市を通じて施設改修の補助金が得
られるので、会館1階を改装して保育室を設ける予定であ
る。また毎月の給付費が人件費・運営費として保障されて
いることは事業の安定と継続につながると考えている。
　保育環境を整え、イエス・キリストの歩みに倣って幼
児一人ひとりを大切に成長発達をふまえた保育内容をつ
くっていくことは保育士をはじめ専門家の仕事となるが、
この事業は神戸YWCAにとって将来に希望をつなぐ新た
な出発点となるであろう。

　早速、2016 年 4 月１日開園に向けて準備にとりかか
ります。神戸YWCAの会員、そして関係者の方々には期
待と祈りをもって、ご理解とご支援くださることを心より
お願いいたします。　　　　　　　　（理事長　平山芳子）

世界YWCA・YMCA合同祈祷週
11月 8日（日）～14日（土）

テーマ「希望あれ」
礼 拝
11 月 10日（火）9:00 ～　  参加費：無料
場所 : 神戸 YWCA会館 5階チャペル

静まりのとき（共に冊子を読みながら黙想します）
11月 9日（月）～ 14日（土）毎日 12:30 から 30分



2 2015年 10月 1日

2面　9.5pt x 19H 

  神戸 YWCA 学院同窓会は、20
年前に神戸 YWCA 学院修了生の
集いの場として立ち上げられ、交
流会と勉強会を行なってきました。
そして毎年、学院と共催で研修会
を開催しています。
  今年のテーマは「国語辞典」で、
サンキュータツオさんを講師にお
迎えします。サンキューさんは日
本初の学者芸人で、アニメオタク
としても有名、珍論文や傘のコレ
クターとしても知られています。
国語辞典も 200 冊収集しておられ
ると聞いて驚きました。ことばの
解釈もいろいろ違うとのこと。知
識を深める絶好の機会です。
　国語辞典が身近にある方もそう
でない方もどなたでも楽しめるお
話が伺えると思います。ぜひお誘
い合わせの上、ご参加ください。

（田庭 里恵）

「平和の木に花が咲くとき
～ひろしま平和大使
田村秀子さんを迎えて～」

　今夏は原爆投
下から 70 年目
を迎えた。
　8 月 13 日 午
後、自らの被爆
体験をもとに、
生 涯 を 反 核 兵
器、平和のため
に投じてこられ
たアメリカ在住の田村秀子さんを神戸
YWCAにお迎えし、平和への想いを
語っていただいた。
　田村さんは広島市の平和大使とし
て来日された。神戸YWCAではロー
グバレー平和合唱団での出会いから
9年の年月を経て神戸での再会を喜
びあった。
　その若い日を過ごした広島での原
爆による悲惨な出来事、そしてアメ
リカで過ごした日々のこと、その間
多くの人との出会いにより、たいへ
んな困難や挫折を乗り越えてきたこ
となどを話された。
　今日までの田村さんの平和への熱
い思いと行動力に感動、私も何かし
なければとの思いを新たにしたひと
時であった。　　　　　（宮田 泰子）
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神戸YWCA被災者支援プロジェクト

　2011 年から継続している神戸
YWCAのセカンドハウス。これまで
福島県はじめ近隣県の 61家族 206
人が利用してきてくださった。
　セカンドハウスを運用するには、
どうしても掃除や洗濯、家屋の維持
管理が必要で、それはこれまで大家
さんやボランティアの方々の手弁当
による働きによって支えられてき
た。しかし先日、ガス給湯器の調子
が悪くなり、ガス会社から「いつ止
まってもおかしくない」との宣告を
受けてしまった！
　ガス給湯器は約25万円。放射能被
災と闘う家族のために、セカンドサ
ポート募金にぜひご協力ください！

（西本 玲子）

「どうなってるの、今の
日本 !?」に参加して

　8月 19 日（水）の夜、「どうなっ
てるの、今の日本！？」をテーマに、
今国会で審議された「安全保障関連
法案」について話し合う場が本館 1
階ロビーでもたれた。参加したお二
人に感想をお願いした。

　安全保障関連法案という難しい
テーマの会で、どのような展開にな
るのだろうと少し身構えての参加で
した。司会進行の斎藤さんの「誰か
に自分の意見を伝えるために、論理
と言葉が必要で、これらを獲得する
場にして欲しい」には激しく同意。
ひとつの結論を出すための場ではな
いことがすばらしい。
　参加者の意見を聞いているうちに、
国同士のトラブルを解決する方法と
しての武力行使について、深く考え
ないといけないと感じました。また、
言葉の定義付けとその共有がとても
大事だと感じました。人のナマの意
見を聞くことができる刺激的な場で、
新しい言葉と考え方をいくつか獲得
でき、井の中の蛙の井戸の枠の幅が
少し広がりました。最後のネット動
画「ヒゲの隊長に教えてあげてみた」
も秀逸（笑）。おいしいおにぎりご馳
走様でした。　　　　　  （谷垣 法久）

　ぴかぴかと電球が光る、いつもと
ちょっと違った夜の本館ロビー。運
営委員のおいしい手作りおばんざい
をいただきながら、普段抱いている
ギモンを出してみたり、他の人の意
見を聞いたり、自分の考えを思い切っ
て声にしてみたり。
　政治・安全保障・平和などという
広く深い問題に、自分の意見をもつ

にはどこから考えたらいいんだろう。
何をきっかけに友だちや家族と話し
たらいいだろう。たくさん考えもし
た。だから 1時間 30 分の共有の時
間があっという間に感じられた。そ
して、私も自分で考えることのでき
る一人になりたいと思った。

ガス給湯器を
セカンドハウスに！  
維持管理のために応援してください

今にも止まるかもしれない給湯器

伝説のロックバンド、ザ☆キャバレーやコック・ア・ドゥードゥルズのボーカルと
して圧倒的な人気を誇るシュトウケンイチのソロライブ。ブルースやロックを基調
としたオリジナル曲を中心に、トム・ウェイツ、荒井由実や河島英五のカバーなど
も演奏予定。
秋の一夜、ほろ酔い気分で味わっていただきたい。
このライブの収益金は、来年 4月に開所する「神戸 YWCA小規模保育所」運営の
ために使われる。こどもたちの成長を応援してください !

　この場に集ったメンバー全員で考
える時間を共有できたことに感謝
したい。これをきっかけに、神戸
YWCAでいろんな輪が広がっていけ
ばいいなと願っている。その一歩を
まず自分から。

（原田 雅子）

10月 17日（土）18：30開演　
神戸YWCA会館 5階チャペル
2,000 円（1ドリンク・スナック付き）
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編集後記
　新たなる事業が楽しみです。
若い方々の係わりができ、大
切なものが増えそうです。　

　　　　　　（T・K）

神戸ＹＷＣＡ月刊紙広告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成 20090402

● わいわい科学クラブ（小学生対象）
10 月 17 日（土） 
①10時～11時30分②13時～14時30分（2部制）
「牛乳パックの<かんたんカメラ> 」
参加費　1回 200 円
11 月 21 日（土） 
① 10 時～ 12 時② 14 時～ 16 時（2部制）
「くらりか関西プラン<もけいグライダー>」
☆ 3年生以上、低学年は必ず大人同伴で
参加費　1回 400 円
＊両月とも要申し込み

● 文学講座
『徒然草』を読む
10 月 20 日（火）・11 月 17 日（火）
13 時 30 分～ 15 時 30 分

　　　神戸YWCAへの
　　　おさそい

学院だより
　日本語コースでは 8月 3～
21 日の 3 週間、子どもたち
15 人が、寄付に支えられて
「勉強に役立つ日本語クラス」
で楽しく学んだ。また、二宮
及び若菜地区の夏祭りに参加。
これは文化庁委託事業の一環
で、地域在住外国人と地域と
の共生に向けたプログラムの
一つであった。
　レギュラーコースⅡ期は初
級・中級各 1 クラスを開講。
また、9 月 25 日から 3 か月
間の委託訓練「日本語・就業
力スキルアップコース」を開
講する。（原田 雅子）

まごの手だより
　65歳以上のうち認知症を発
症している人は 2012 年で約
462 万人に上り、2025 年で
は 700 万人を超えると推測さ
れている。65歳以上の 5人に
1人である。
　「認知症になっても住み慣れ
た地域で自分らしく暮らして
いけるように」との発題で、9
月 6日「ひょうごん福祉ネッ
ト（制度外サービス実施団体）」
で「徘徊－ママリン 87 歳の
夏－」というドキュメンタリー
映画の上映＆交流会を開催し
た。雨にも関わらず約 400 人

が参加し、大盛況だった。認
知症に対する地域の理解を進
め、住民が主体的に関わる居
場所を増やすことで、介護予
防、認知症の早期発見につな
がる。
　分室でも「カフェもぐもぐ」
が9月から月1回オープンした。

（松田 恵美子）

分室だより
　この夏、分室に業務用の厨
房機器が入った。コンロの火
力が強くなり作業効率が上
がった。壁も床も照明も新し
くなり清潔感が漂う。
　9月 24日にオープンする若
年性認知症の人のための「カ
フェもぐもぐ」のために兵庫
県から補助金をいただき、改
装することができた。
　新しい厨房で、当事者の方々
が運営するカフェの開催が可
能になる。若年性認知症の人
の居場所や仕事作りが始まろ
うとしている。
　ぜひご協力、ご支援をいた
だきたい。　　　 （大江 雅子）

運営委員会報告
（9月）【報告】理事会報告▶
分室活動の確認 ( カフェもぐ
もぐ等▶WAM助成の件▶ 8
月の活動報告および活動予告。

【議事】組織検討について▶
安全保障関連法案の勉強会の
ふりかえり▶ 3 市 Y について
▶新しい取り組みの進め方の
確認。 

（鶴崎 祥子）

（注）場所の記載のないものはすべて神戸 YWCA会館

講師 笠原芳光さん（京都精華大学名誉教授）
参加費 1,500 円（1回）

●アドベントのアフタヌーン・ティー
「クリスマスキャロルのお国めぐり～独唱とお話」
12 月 1日（火）13 時 30 分～ 16 時
出演 阿部恩さん（音楽療法士、前頌栄短期大学学長）
参加費 1,500 円

●Peace Bridge （ピース・ブリッジ）
「よみがえる最前線～神戸と核と日米同盟」
10 月 17 日（土）14 時～ 16 時 30 分
講師 坪井兵輔さん（毎日放送報道局）
場所 神戸学生青年センター 会議室 A
参加費 500 円

●神戸 YWCAクリスマス
12 月 5 日（土）


